
町長

町
長

五
小
の
広
域
避
難
場
所
の
再
検
討
を

避
難
場
所
指
定
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

検
討
を
急
ぎ
た
い

尾
作　

武
夫　

議
員
（
自
民
清
風
会
）

早い時期に策定に着手したい

災害発生時
　　　事業継続計画の策定を問う

小池　信一郎　議員（自民瑞山会）

質
問　

地
震
等
大
規
模
災

害
が
発
生
す
る
と
、
建
物

や
電
柱
等
の
倒
壊
、
土
砂

崩
れ
、
法
面
の
崩
壊
に
加

え
、
自
動
車
の
放
置
な
ど

に
よ
り
道
路
の
不
通
箇
所

が
随
所
で
発
生
す
る
。
万

一
、
大
火
の
危
険
が
あ
る

場
合
は
、
何
も
持
た
ず
に

広
域
避
難
場
所
に
避
難
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
避
難

所
で
あ
る
五
小
が
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
、

さ
ら
に
東
側
通

学
路
は
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
な
広

域
避
難
場
所
の

再
検
討
が
必
要

と
思
う
が
、
町

長
、
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
に
は
、

急
傾
斜
地
の
崩

壊
の
警
戒
区
域
が
35
カ
所
、

土
石
流
の
警
戒
区
域
が
８

カ
所
示
さ
れ
て
い
る
。
第

五
小
学
校
の
校
舎
と
校
庭

が
土
石
流
の
警
戒
区
域
に
、

ま
た
校
庭
南
側
の
一
部
が

崖
崩
れ
の
特
別
警
戒
区
域

に
入
っ
て
い
る
。
詳
細
図

面
は
学
校
に
提
供
さ
れ
て

い
る
。
警
戒
区
域
と
な
る

こ
と
を
受
け
、
児
童
の
通

学
路
並
び
に
緊
急
避
難
経

路
の
見
直
し
を
開
始
し
た
。

併
せ
て
広
域
避
難
場
所
指

定
の
変
更
に
つ
い
て
検
討

を
急
ぎ
た
い
。
ま
た
、
予

防
策
を
講
じ
る
必
要
性
に

つ
い
て
、
土
地
所
有
者
で

あ
る
都
な
ど
に
対
し
、
対

策
協
議
を
求
め
て
い
く
。

一般質問　町政を問う

広域避難場所となっている第五小学校

連携をとり、青少年の健全育成に努めていく

民間学童スポーツ団体と
　　　　　教育委員会との連携を

森　　亘　議員（自民智政会）

長
引
く
不
況
時
に
、
各
部
で
は
何
を

　
　
最
優
先
課
題
と
考
え
て
い
る
か
を
問
う

原　
　

成
兆　

議
員
（
新
政
自
民
）

町
長

町
の
持
続
的
な
発
展
を

　
　
　
　
　

維
持
す
る
こ
と

質
問　

「
国
民
の
生
活
が

第
一
」
を
掲
げ
、
民
主
党

政
権
が
誕
生
し
て
２
年
数

か
月
が
経
過
し
た
が
、
国

民
の
期
待
を
大
き
く
裏
切

り
、
国
民
生
活
は
以
前
よ

り
も
悪
化
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
ギ
リ
シ

ャ
に
端
を
発
し
、
世
界
大

恐
慌
が
発
生
す
る
の
で
は

と
の
報
道
も
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
済

及
び
社
会
情
勢
の

下
、
平
成
24
年
度

予
算
の
編
成
作
業

に
当
た
っ
て
い
る

こ
と
と
思
う
が
、

何
を
最
優
先
課
題

と
考
え
、
ま
た
、

そ
の
財
源
に
つ
い

て
の
考
え
を
町
長

に
問
う
。

町
長　

24
年
度
予

算
編
成
方
針
で
は
、

重
点
的
か
つ
優
先
的
課
題

と
し
て
、
町
の
持
続
的
な

発
展
を
維
持
す
る
こ
と
を

主
要
テ
ー
マ
と
し
た
。
実

現
の
た
め
に
は
、
無
駄
の

排
除
、
投
資
と
経
営
の
安

定
化
、
健
康
に
関
わ
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
維
持
、

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

の
創
造
な
ら
び
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が

重
要
で
あ
り
、
行
政
活
動

の
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
と
考

え
る
。

　

今
後
の
施
策
の
展
開
に

あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た

歳
入
構
造
の
中
で
、
施
策

の
選
択
と
集
中
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問　

学
童
ス

ポ
ー
ツ
は
青
少

年
の
健
全
育
成

に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、

一
部
指
導
者
の

学
童
期
に
お
け

る
身
体
的
影
響

や
精
神
の
発
達

に
対
し
て
の
知

識
不
足
や
誤
認

指
導
に
よ
り
、

生
涯
故
障
、
選

手
生
命
の
短
命

化
、
中
学
・
高
校
時
期
の

非
行
化
を
誘
発
し
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
日
本
体
育
協
会
で
は
、

こ
の
問
題
を
重
く
受
け
止

め
、
啓
蒙
活
動
や
指
導
員

養
成
講
座
を
開
設
し
た
が

普
及
は
十
分
で
は
な
い
。

こ
の
状
況
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
の

か
教
育
長
に
伺
う
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
は
、

体
力
の
向
上
や
人
間
性
・

社
会
性
を
培
う
上
で
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
知
識

不
足
や
誤
っ
た
指
導
が
子

ど
も
達
の
選
手
生
命
の
短

命
化
を
招
い
た
り
、
中
高

生
の
非
行
化
を
誘
発
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　

日
本
体
育
協
会
が
開
催

す
る
指
導
者
講
習
会
に
教

員
を
は
じ
め
、
町
の
多
く

の
指
導
者
の
方
々
の
受
講

を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
方
法
や
支

援
の
あ
り
方
を
見
出
し
た

い
。
各
種
団
体
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
青
少
年
の
健
全

育
成
に
努
め
て
い
く
。

新年度予算のヒアリング

教育長

民間学童スポーツ団体の指導風景

質
問　

平
成
17
年
９
月
、

中
央
防
災
会
議
が
「
首
都

直
下
型
地
震
対
策
大
綱
」

の
中
で
、
災
害
発
生
時
の

行
政
機
能
継
続
性
を
確
保

す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、

事
業
継
続
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
地
域
防
災
計

画
の
総
則
・
予
防
計
画
、

第
９
章
に
「
災
害
発
生
時

に
最
短
の
時
間
で
復
旧
を

可
能
と
し
、
必
要
と
さ
れ

る
行
政
機
能
を
確
保
す
る

た
め
、
町
政
の
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定

す
る
。」
と
示
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

町
は
、
公
共
施
設

の
維
持
・
補
修
を
行
う
と

と
も
に
、
情
報
の
管

理
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。
被
害
規
模

の
確
認
や
必
要
物
資

な
ど
を
正
確
に
把
握

す
る
ま
で
に
長
い
期

間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
事
業
継
続
計
画

の
必
要
性
が
以
前
に

も
増
し
て
再
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　

町
は
、
地
域
防
災

計
画
で
事
業
継
続
の
確
保

と
充
実
を
目
標
と
し
て
い

る
。
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
今
回
の
災
害
か

ら
の
教
訓
に
加
え
、
地
域

特
性
に
基
づ
く
被
害
想
定

な
ど
に
幅
広
く
対
応
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
や
都
、
専
門
家
な
ど
の

意
見
も
参
考
に
、
早
い
時

期
に
着
手
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長　

自
主
防
災
組
織

に
今
回
の
提
案
や
各
種

情
報
を
伝
え
、
取
り
組

み
に
対
し
支
援
し
て
い

く
。

「
地
域
自
主
防
災
の
日
」

の
制
定
は
。

現行の瑞穂町地域防災計画


